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今年もパラアスリートとボートレー
サーによる「アスリートキャンプ」を
碧南訓練所で行うので、ぜひ調査に
来てください！

日本モーターボート選手会

　日本モーターボート選手会は、パラスポー
ツ9競技団体で構成された「P.UNITED」とパ
ートナーシップを締結し、昨年コラボイベン
ト「アスリートキャンプ」を行った。今回は1
年ぶりの第2弾。ボートレーサー、パラアス
リートともに12人ずつが参加し、お互いを高
め合う1泊2日の合同合宿となった。

3233　小畑実成
3644　矢橋成介
3813　佐藤大介
4062　後藤陽介
4228　吉田慎二郎
4483　北野輝季
4786　佐藤博亮
5061　中村駿平
5169　堀本翔太
5305　伊藤栞
5319　近藤颯斗
5346　中村紋夕梨

高橋宏美（車いすカーリング）
加治良美（パラカヌー）
加藤隆典（パラカヌー）
髙木裕太（パラカヌー）
稲葉将（障がい者乗馬）
斎藤康弘（パラ射撃）
金尾克（パラ射撃）
高田悠斗（障害者アーチェリー）
地白光佑（障がい者卓球）
山本恵理（パラパワーリフティング）
大堂秀樹（パラパワーリフティング）
宮原紀彦（パラフェンシング）

今年も地元も地元・西端小学校5年生を招き、
ウェルカムレースを実施。レース場
とは違うかわいい歓声が上がった

昨年交流した小学生たちからのお礼の言葉
アスリートキャンプ2年連続開催

日本モーターボート選手会 P.UNITED
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　小学生の体験会は、昨年はパラスポ
ーツのみだったが、今回はボートレー
スもしっかりアピール。本物のボート
を使った乗艇体験やプロペラ叩きなど、
親切丁寧にレクチャー。モンキーター
ンの姿勢が意外と難しかったり、プロ
ペラ調整のコツをつかんだことを喜ぶ

子もいるなど、終始にぎや
かだった。この中から未来
のボートレーサーが生まれ
るかも。

　懇親会の余興として行われた車いすフェンシングトーナメント。
1回戦はボート選手とパラアスリートで戦い、決勝に勝ち上がった
のは伊藤栞と中村紋夕梨。新人女子ボートレーサー対決となった結
果は、伊藤栞が優勝した。「練習では全く勝てなかったので、優勝
できるなんて思いませんでした。レースで１着になったことはない
んですけど、いつかする初勝利くらい嬉しいです」と喜んだ。昨年
このイベントに参加した松田真実がその後水神祭を挙げたように、
伊藤もこの経験を糧にレースでも結果を出したい。

　食事やお酒で距離が縮まる懇親会。昨年もこの
時間が非常に盛り上がり、活発な意見交換が行わ
れた。そして宴は未明まで続くのであった。

小学生にボートレースをアピール

活発な意見交換が行われる懇親会

伊藤栞、自信をつける

DAY 1

パラスポーツを体験
　小学生との交流が終わると、ボート選手
たちもフェンシング、射撃、卓球といった
パラスポーツを体験した。パラアスリート
たちも自身の競技だけでなく、他の競技に
も挑戦。やはり根っからのアスリート同士、
負けず嫌いの血が騒ぎ、大いに盛り上がっ
た。また、2年連続参加となった馬術の稲
葉将選手もいたので、「次は馬に乗りたいです」との声が多数挙
がった。実現なるか。

珠玉のぺアボート体験

WINNER　伊藤栞
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　2日目はパラアスリー
トにボートレースを体験
してもらう。競技棟では
小畑実成、佐藤大介らに
よるモーターボート解
説。そして水面ではぺア
ボート体験会を行った。
　目玉はやはりぺアボー
ト。パラアスリートたち
が少年・少女のようにキ
ラキラ目を輝かせてい

た。昨年と今年の一番の違いは、ドライバーに若手選手を起用したこと。通常、ぺアボ
ートに乗ると目の前の取っ手をしっかり握っておくように言われるが、実は足の踏ん張
りもかなり重要。しかしパラアスリートには、足が不自由な人も多く、横Ｇに対して弱
いので、運転には細心の注意を払わなければならない。そのため、前回はベテラン選手
たちがドライバーを担当したが、今回は「この経験が必ず糧になる」という思いから若手
が担当した。その際「ターンマークを外せよ」と普段とは真逆のアドバイスをしていたの
が印象的だった。
　横Ｇやスピードに耐えられて、希望する人には全速モンキーのサービスも。さらにパ

ラアスリートだけでなく、Ｐ・Ｕのサポートスタッフや探偵も試乗さ
せてもらい、ボートレーサーの凄みを実感した1日となった。

探偵もぺアボートに乗せてもらいまし
た。ドライバーは堀本翔太選手。めちゃ
くちゃかわいい顔して、舟の向かせ方や
スピードがえげつない。復帰したら全力
応援！

DAY 2

ぺアボートが
　若手の自信に

後藤陽介（東海地区理事）佐藤大介（愛知支部長）

後
藤
　
昨
年
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
時
に
、「
続

け
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
た
ん
で
す
け
ど
、
無
事

２
回
目
が
開
催
さ
れ
て
、
や
っ
ぱ
り
得
る
も
の
が
大
き
い

な
と
実
感
し
ま
す
ね
。

佐
藤
　
前
回
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
特
に
若
い
子

た
ち
の
目
が
途
中
か
ら
変
わ
る
ん
で
す
よ
ね
。

後
藤
　
今
回
は
特
に
顕
著
で
し
た
ね
。
懇
親
会
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
き
っ
か
け
で
。

佐
藤
　
伊
藤
栞
や
中
村
紋
夕
梨
は
ま
だ
水
神
祭
を
挙
げ
て

な
い
で
す
け
ど
、
こ
う
い
う
の
が
自
信
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

後
藤
　
今
の
新
人
選
手
た
ち
っ
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
３
０
０

連
敗
、
４
０
０
連
敗
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て
ま
す
よ
ね
。

そ
う
な
る
と
ど
う
し
て
も
下
を
向
い
ち
ゃ
う
子
が
多
い
。

水
面
に
出
た
ら
ガ
チ
ン
コ
な
の
で
、
僕
ら
が
自
信
を
付
け

さ
せ
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。

佐
藤
　
持
ち
ペ
ラ
の
時
代
だ
っ
た
ら
、
師
匠
や
先
輩
か
ら

プ
ロ
ペ
ラ
を
も
ら
っ
て
勝
つ
コ
ツ
を
つ
か
む
こ
と
も
あ
っ

た
け
ど
ね
。

後
藤
　
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
触
れ
合
い
で
学
び
も
多

く
、
社
会
的
意
義
も
大
き
な
企
画
で
す
け
ど
、
そ
れ
以
上

に
若
手
に
と
っ
て
は
自
信
を
つ
け
る
絶
好
の
機
会
。
特
に

ぺ
ア
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
も
ら
う
と
「
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
っ

て
す
ご
い
で
す
ね
」
と
い
う
言
葉
で
自
信
が
取
り
戻
せ
る

ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
に
乗
っ
て
る

も
の
で
も
、
他
の
方
に
と
っ
て
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ

を
間
近
に
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
今
回
は
ド
ラ
イ

バ
ー
に
若
手
を
起
用
し
た
ん
で
す
。

佐
藤
　
い
つ
も
以
上
に
安
全
運
転
す
る
よ
う
に
と
口
酸
っ

ぱ
く
言
い
ま
し
た
し
、
事
故
な
く
終
え
ら
れ
て
良
か
っ
た

で
す
。

後
藤
　
最
近
は
レ
ー
ス
場
で
も
ぺ
ア
ボ
ー
ト
が
実
施
さ
れ

な
い
の
で
、
こ
の
機
会
が
余
計
に
貴
重
で
す
。
今
回
改
め

て
、
ぺ
ア
ボ
ー
ト
は
我
々
の
大
き
な
武
器
だ
し
、
選
手
が

自
信
を
つ
け
る
絶
好
の
機
会
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

佐
藤
　
こ
の
２
回
は
愛
知
支
部
の
選
手
が
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
け
ど
、
他
支
部
の
選
手
か
ら
も
参
加
し
た
い

と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
次
回
以
降
は
ぜ
ひ
実

現
し
た
い
で
す
ね
。

珠玉のぺアボート体験
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